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【県別景気DI】

順位
（前年
同月順

位）
回答数 (%)

7 8 9 10 11 12 1

'19

2 3 4 5 6 7
前月比 3カ月後 6カ月後 1年後

福岡 6 （11） 270 37.0 51.3 50.2 51.3 49.1 50.5 50.0 49.6 48.3 47.9 47.4 46.1 46.1 46.8 0.7 48.0 46.5 45.0

佐賀 30 （45） 41 43.6 44.3 48.7 45.7 42.1 45.3 44.0 43.5 43.8 44.2 44.9 43.9 43.0 43.5 0.5 44.3 45.1 46.7

長崎 45 （42） 77 41.6 44.9 43.0 43.8 45.2 44.2 46.0 43.6 42.5 42.3 43.5 39.6 42.7 39.4 ▲ 3.3 43.7 43.5 42.2

熊本 4 （3） 97 41.8 53.4 53.2 54.2 51.1 53.5 53.0 52.2 52.5 51.0 48.5 47.4 48.8 48.8 0.0 49.3 46.0 43.1

大分 2 （2） 63 37.5 53.5 53.3 52.1 51.2 53.4 52.6 54.0 50.9 53.4 51.8 52.3 49.2 50.3 1.1 52.9 49.7 45.8

宮崎 13 （19） 51 33.1 49.7 48.3 47.2 47.4 49.2 46.9 46.7 44.3 45.8 45.7 45.7 45.0 45.1 0.1 48.0 43.1 43.1

鹿児島 13 （39） 68 41.5 45.7 49.0 47.0 44.9 48.0 49.0 45.8 47.0 46.4 45.4 42.5 45.0 45.1 0.1 46.3 43.4 43.9

沖縄 1 （1） 62 39.2 64.1 62.5 62.6 62.8 62.0 64.5 64.3 59.4 60.8 63.6 61.7 60.8 64.8 4.0 62.9 59.9 54.0

九州 1 （2） 729 38.7 50.9 50.6 50.8 49.1 50.6 50.7 49.7 48.5 48.6 48.3 46.9 47.0 47.6 0.6 49.0 46.9 45.2

全国 10,091 42.7 49.5 49.5 49.4 49.0 49.5 49.4 48.1 47.2 46.9 46.8 45.4 45.1 44.6 ▲ 0.5 46.0 44.4 43.9

※回答数は最新の調査時の有効回答数で、（％）欄は有効回答率

※過去13カ月の景気DI値欄の網掛けは前月比悪化、下線・斜体は同横ばい

※県別の順位は全国47都道府県中、『九州』の順位は全国10地域中の景気DI　網掛けは前年同月比低下

【業界別景気DI（沖縄県）】
7 8 9 10 11 12 1

'19

2 3 4 5 6 7
前月比 3カ月後 6カ月後 1年後

0

金融 0 50.0 50.0 50.0 66.7 50.0

建設 21 66.7 65.4 66.7 66.7 62.8 72.2 68.6 63.9 70.0 69.4 65.7 64.3 68.3 4.0 66.7 63.5 54.0

不動産 4 61.1 61.1 61.1 55.6 55.6 55.6 55.6 50.0 50.0 55.6 50.0 55.6 58.3 2.7 50.0 50.0 45.8

製造 7 53.3 63.3 53.3 54.2 53.3 55.6 53.3 47.2 50.0 50.0 53.3 53.3 57.1 3.8 57.1 52.4 50.0

卸売 16 66.7 55.6 54.2 58.3 59.5 64.1 63.0 60.6 56.9 57.1 60.0 59.5 62.5 3.0 61.5 57.3 54.2

小売 3 83.3 77.8 83.3 70.8 83.3 72.2 77.8 91.7 83.3 91.7 66.7 83.3 72.2 ▲ 11.1 83.3 77.8 72.2

0 66.7

11 60.4 62.5 66.7 63.9 63.9 60.7 63.9 56.9 57.7 65.3 63.9 55.6 66.7 11.1 60.6 60.6 54.5

0

※空欄は回答社数が0のためDIを算出していない 

【規模別景気DI（沖縄県）】

回答数 (%)
7 8 9 10 11 12 1

'19

2 3 4 5 6 7
前月比 3カ月後 6カ月後 1年後

大企業 9 14.5 70.8 63.9 70.0 69.0 64.3 70.8 71.4 72.2 66.7 69.4 64.3 64.3 72.2 7.9 74.1 75.9 68.5

53 85.5 62.8 62.3 61.7 61.7 61.6 63.4 63.2 57.5 60.0 62.9 61.3 60.2 63.5 3.3 61.0 57.2 51.6

18 29.0 64.1 62.5 64.3 62.2 60.0 64.7 61.5 53.3 60.7 61.5 58.3 59.0 62.0 3.0 59.3 55.6 49.1

格差（大企業－中小企業） 8.0 1.6 8.3 7.3 2.7 7.4 8.2 14.7 6.7 6.5 3.0 4.1 8.7 4.6 13.1 18.7 16.9

※（％）は構成比 ※「格差（大企業－中小企業）」の前月比欄は、格差の前月比増減

【調査概要（沖縄県）】 【お問い合わせ先】

期間  株式会社帝国データバンク  沖縄支店

方法  〒 900-0032

対象数  那覇市松山１－１－１９　ＪＰＲ那覇ビル８階

158社  TEL  098-861-6851㈹

©TEIKOKU DATABANK, LTD. 2019 TDB景気動向調査／2019年7月

先行き
見通し

DI

 2指標が前月より改善した。3カ月後（前月比1.4ポイント増）は2カ月連続で改
善した。6カ月後（同1.2ポイント増）は2カ月連続で改善、1年後（同1.6ポイント
減）は2カ月ぶりに悪化した。特に業界別では、『不動産』は3カ月後・1年後の2
指標で前月を下回り、『サービス』だけが全指標で前月を上回った。

概況

｢沖縄」の景気DIは前月比4.0ポイント増と3カ月ぶりに改善した。全国順位は､5
年6カ月連続で第1位となった｡「受注増加により建設業は好景気が継続してい
る」（中小企業）との声がある一方、「建売住宅や注文住宅の受注が減少してい
る」（小規模企業）、「消費税増税による買い控え、消費落ち込みの懸念」（中小
企業）との声もある。分譲マンションやホテル建設、観光産業の需要は高水準
にあるが、住宅建築や不動産業はピーク時より景気が減速気味であり消費税
増税の懸念材料もあるため、今後も一進一退の動向が続くと見られる。

全業界でDIが50を上回った。前月と比較可能な6業界中､『サービス』『建設』『製
造』『卸売』『不動産』の5業界は前月より改善して、『小売』のみ前月より悪化し
た。『小売』は消費税増税の影響による買い控えを懸念しており、特に飲食料品
小売や自動車・同部品小売などの分野で悪化した。

規模別
DI

3ヵ月ぶりに改善 景気ＤＩ＝64.8

「沖縄」（64.8）は､前月比4.0ポイント増と3カ月ぶりに改善した。規模別では大
規模と中小規模ともに改善、業界別では『小売』が前月より悪化、『サービス』
『建設』など5業界が前月より改善。一方、先行き見通しDIは、2指標で前月より
改善。全国順位は､平成26年2月より5年6カ月連続の第1位を維持した｡

前月比＋4.0

TDB景気動向調査（九州ブロック・沖縄県）

景気
DI

業界別
DI

39.2％

回答率

2019年7月18日～7月31日

インターネット調査

62社

運輸・倉庫

回答数

回答数

（うち小規模）

サービス

農・林・水産

中小企業

その他

｢大企業」（72.2）は､前月比7.9ポイント増と3カ月ぶりに改善。「中小企業」
（63.5）は前月比3.3ポイント増と3カ月ぶりに改善した。インバウンド需要や建設
需要の高さから「大企業」「中小企業」ともに景況感が改善している。

－2019年7月調査－
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【九州ブロック8県】
福岡 佐賀 長崎 熊本

大分 宮崎 鹿児島 沖縄
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【全国および九州ブロック】

九州 全国


